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大学における「農に関わる地域連携科目」履修の効果分析 

―ＪＡ共済寄附講座の実施を踏まえて― 

早稲田大学 グローバルエデュケーションセンター 

 准教授 加藤 基樹 

１．はじめに 

近年、大学の役割として、研究と教育に加

えて、貢献が強調されるようになってきた。

これは、2006年の改正教育基本法第７条で「大

学は、学術の中心として、高い教養と専門的

能力を培うとともに、深く真理を探究して新

たな知見を創造し、これらの成果を広く社会

に提供することにより、社会の発展に寄与す

るものとする」、また、2007年の改正学校教育

法第83条第２項で「大学は、その目的を実現す

るための教育研究を行い、その成果を広く社会

に提供することにより、社会の発展に寄与する

ものとする」と位置づけられたことに始まる。 

これを受けて、2008年の「国立大学の目指

すべき方向 自主行動の指針（平成20年３

月）」では、人材育成やリージョナルセンター

としての役割とともに、指針１の「公共的性

格の再確認と社会への貢献の明確化」のなか

で「地域連携の基幹としての役割を強化」が

明示され、「国立大学は、地域におけるオピニ

オン・リーダーとしての教員と社会問題に幅

広く目を開いた学生を擁しており、他の大学

等と連携し、資源と人材、教育研究能力を活

用し、連携の要として役割を果たすように努

めなければならない」とされた。 

さらに、2016年度の高等教育局主要事項の

概算要求では、「機能強化の方向性に応じた重

点支援」として国立大学は機能別に３つのグ

ループに分けられ、新規の予算が割り当てら

れたが、ここで卓越大学
１

16、専門大学15の

ほか、55大学が地域貢献大学（主として、地

域に貢献する取組とともに、専門分野の特性

に配慮しつつ、強み・特色のある分野で世界・

全国的な教育研究を推進する取組を中核とす

る国立大学）とされ、その地域貢献の役割が

より明確になったものである。 

他方、大学教育においてはサービス・ラー

ニングが注目されるようになる。サービス・

ラーニングとは、「学生が地域社会などのニー

ズに応える貢献活動（サービス）に取り組み、

振り返り（リフレクション）を通して、学習

目標と結びついた学び（ラーニング）を得る

経験学習」
２

であり、つまり、大学や大学生

が地域連携によって、どのように地域に貢献

したらよいか、という方法論と、社会実践に

よる学生の学びの統合といえるものである。 

このサービス・ラーニングに限らず、大学

の地域連携では、地域の課題解決が達成でき

るかはともかく、地域に若者が入ってくるこ

とで、地域に活気が出るという地域側のメリ
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ットがある。それに対して、地域連携を実践

する学生は、地域社会とその人々と接するこ

とで、多くのことを実態的に学ぶことができ

るので、学生が成長するという大学側のメリ

ットも期待することができる。では、地域連

携活動に参加した学生には、具体的にどのよ

うな成長、効果があったといえるだろうか。 

これについて、拙稿（2020）
３

では、地域

連携の授業と課外活動の参加者に対して、自

己評価（簡易的なルーブリック）を実施し、

これらを分析することで地域連携の授業や課

外活動に参加した学生に与えた影響について

検討した。本稿ではこれをすすめて、「農」に

関わる寄附講座のデータを加えることで、

「農」に関わる大学の地域連携科目履修の効果

や成果、影響について考察することとしたい。 

 

２．早稲田大学における地域連携教育

プログラムの展開 

早稲田大学では、2012年度から全国共済農

業協同組合連合会（以下、ＪＡ共済連）の寄

附講座を開講してきた。これは、卒業単位に

認定される正規科目で、当初はグローバルエ

デュケーションセンターに設置されて全学部

の学生が履修の対象となった（表１
４

）。主な

担当教員は、本学の教員である早田宰氏（全

３ 加藤基樹（2020）「大学生の地域連携活動の効果とその測定に関する研究」（2020年度日本地域学会発表論文集）

４ 早田宰（2019）「ＪＡ共済寄附講座による地域再生」ＪＡ共済総合研究所『共済総研レポート No.162』 

（表１）早稲田大学 ＪＡ共済寄附講座の講座名と履修者数 

 年度 講座名 形式 期間 履修者数

１ 
2012 

ＪＡ共済寄附講座 農村地域の経済と社会を見る目 座学 半期 369

２ 震災復興のまちづくり（ＪＡ共済寄附講座） 実習 通年 43

３ 

2013 

ＪＡ共済寄附講座 農村地域の経済と社会を見る目 座学 半期 398

４ ＪＡ共済寄附講座 震災復興のまちづくり01 実習 半期 42

５ ＪＡ共済寄附講座 震災復興のまちづくり02 実習 半期 28

６ 
2014 

ＪＡ共済寄附講座 農村地域の経済と社会を見る目 座学 半期 317

７ ＪＡ共済寄附講座 震災復興のまちづくり 持続可能な東北の未来 実習 通年 35

８ 
2015 

ＪＡ共済寄附講座 農村地域の経済と社会を見る目 座学 半期 272

９ ＪＡ共済寄附講座 東北復興のまちづくり 農からの地域創生 実習 通年 40

10 
2016 

ＪＡ共済寄附講座 農村地域の経済と社会を見る目 座学 半期 170

11 ＪＡ共済寄附講座 東北復興のまちづくり 農からの地域創生 実習 通年 18

12 

2017 

ＪＡ共済寄附講座 農の未来風景１（農政改革の本質を問う） 座学 ４半期 62

13 ＪＡ共済寄附講座 農の未来風景２（グローバル社会経済へ挑む） 座学 ４半期 52

14 ＪＡ共済寄附講座 東北復興のまちづくり 農からの地域創生１ 実習 半期 45

15 ＪＡ共済寄附講座 東北復興のまちづくり 農からの地域創生２ 実習 半期 45

16 

2018 

農と地域社会（総合講座） 座学 半期 37

17 農からの地方創生（実習）Ⅰ 実習 半期 42

18 ＪＡ共済寄附講座 農からの地方創生（実習）Ⅱ 実習 半期 42

19 

2019 

農と地域社会（総合講座） 座学 半期 70

20 農からの地域連携（実習）Ⅰ 実習 半期 35

21 ＪＡ共済寄附講座 農からの地域連携（実習）Ⅱ 実習 半期 35

  2020 （コロナの影響で開講せず） － － －

22 

2021 

農からの社会連携（実習）Ⅰ 実習 半期 32

23 ＪＡ共済寄附講座 農からの社会連携（実習）Ⅱ 実習 半期 32

24 農と地域社会（総合講座） 座学 半期 101

25 

2022 

農とSDGs（研究と実践のために）Ａ 座学 ４半期 158

26 農とSDGs（研究と実践のために）Ｂ 座学 ４半期 143

27 ＪＡ共済寄附講座 農とSDGsの実践（東日本編） 実習 半期 40

28 ＪＡ共済寄附講座 農とSDGsの実践（西日本編） 実習 半期 40

合  計 2,743

  注）早田宰（2019）表１に、2019年度以降を加筆したもの。 
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期間）、落合基継氏（2018年度以降）、筆者（2017

年度以外）の３名で、このほか阿部俊彦氏

（現・立命館大学）、沼田真一氏（現・東京造

形大学）、佐々木孝子氏（現・京都大学）、藤

原整氏（現・昭和女子大学）、西原是良氏（現・

東京大学）もそれぞれ兼担や非常勤講師とし

て、１から数年間を担当した
５

。 

2018年度までについては、早田（2019）に

詳しいが、その後2018年度から３か年（2020

年度は新型コロナの影響で休講）で実習科目

として「農からの地方創生（地域連携・社会

連携）」が開講された。これは社会科学部設置

の全学オープン科目で、受講対象は２年生以

上、実質通年４単位の実習科目である。東京

に立地する早稲田大学の学生が実際に地域と

連携することによって、どのような地域貢献

が可能かを受講者自身が考え、企画し、実践す

るものである。対象地域を大分県国東市、およ

び、大分市、別府市、日出町とし、受講学生は

７チームに分かれて、行政、地域団体、協同組

合、大学と連携してそれぞれに活動を行った。

担当教員は、原則として全員が毎回の授業に参

加し、また、分担して各班の実習を引率した。 

科目の流れとしては、春学期に準備のため

の現地フィールドワーク、秋学期に連携イベ

ント等を行うなど、原則として全員が各２、

３泊で２回現地に入る。このほか毎週の様に

現地と連絡をとり、授業ではグループワーク

が必要となる。イベント終了後には、成果のプ

レゼンテーションを録画してYouTubeにアッ

プロード、公開し、また、報告書を作成した。 

翌2022年度からは大学間連携によって、対

象地域の「農とSDGs」を発見する「農とSDGs

の実践（東日本編・西日本編）」が３か年の予

定で開講された
６

。同科目は社会科学部に設

置されているが、全学部の学生を対象とした

２単位科目で、履修対象は２年生以上である。

春学期に東日本編、秋学期に西日本編として、

履修学生が東日本・西日本それぞれ４つの連

携大学に分かれて、対象地域の「農とSDGs」

を発見するものである。 

2022年度の連携大学は、東日本編が山形大

学、群馬大学、信州大学、三重大学、西日本

編が和歌山大学、宮崎大学、大分短期大学、

東海大学（文理融合学部・熊本県）であった。

いずれも担当教員３名の個人的な繋がりによ

るものであり、手続きの煩雑さを避けるため、

大学間の連携協定ではなく、教員同士の自主

的な連携の形をとっている。 

なお、この実習科目だけでは、授業時間の

面から、農やSDGsに関わる知識、フィール

ドワークの方法などの指導がどうしても不足

するので、やはりＪＡ共済連の寄附講座とし

て「農とSDGs（研究と実践のために）」を設

置して、同時履修を義務づけた。これは春、

または、秋のクォーター科目で、対面とオン

デマンドの授業を組み合わせた２単位の講義

科目であり、同実習科目と合わせてインテン

シブという新たな形式の授業とすることなっ

た
７

。 

東日本編・西日本編とも履修学生40名は、

10名ずつ４つの連携大学に分かれて、さらに

５名ずつのＡ，Ｂ班を構成する。各班は対象

地域について調べた上でテーマを決めて、対

５ このほか、筆者が関わった「農」に関わる寄附講座（農林中央金庫・農林中金総合研究所による）については、堀

口健治・加藤基樹編著（2011）『書を持って農村へ行こう』早稲田大学出版部、早稲田大学平山郁夫記念ボランティ

アセンター編（2022）『学生の心に火を灯す』成文堂を参照。 

６ いずれの実習科目も、現地実習の実施についてはコロナ感染対策を万全に行い、現地の理解と協力を得ながら進め

られた。結果として、本稿執筆時点で、実習によるコロナ陽性者は発生していない。なお、ＪＡ共済連による寄附講

座であることから、受講学生の旅費等については寄附金からも支出している。 

７ インテンシブとは「授業科目を週複数日実施し、質と密度の高い学修の実現を目的とする」（文部科学省）もので、

令和３年度からは文部科学省の教育プログラムも開始されている。なお、インテンシブ科目については別の考察が必

要であるが、本稿の趣旨からそれるので別稿に譲る。 
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象地域でまだ顕在化していない「農とSDGs」

を発見するために、現地フィールドワークの

計画をたてる。そして、訪問先にアポイント

メントをとり、スケジュールを確定していく。

また具体的な質問事項を考えて、事前に送付

するなどの準備を行う。 

現地フィールドワークは２泊３日程度で

あり、５名の班員と引率教員、そして、連携

大学の教員や学生と一緒に、自分たちの仮説

に基づいて、現地の「農とSDGs」を発見す

る活動を行う。 

フィールドワーク後の授業では、これらの

成果を班ごとにプレゼンテーションとして作

成する。各班はリハーサルを繰り返した上で、

授業においてこれを録画しYouTubeで一般

公開する。さらに、成果を文章にとりまとめ、

印刷物としての報告書を作成して、関係者に

郵送して授業は終了する
８

。 

このように実質４か月間の授業期間で、非

常に密度の濃い、充実した授業であるが、2022

年度は開講初年度ということもあり、教員や

学生の中でも試行錯誤があった。今後、状況

を見ながらさらなる展開が期待される。 

 

３．履修者の自己評価とその測定 

述べたように、大学の地域連携によって、

学生は実際に地域社会やその人々と関わりを

持ち、また、そのための多くの活動や学びに

よって様々な成長をすることができる。大学

の学びにおいて机上の学問は間違いなく重要

であるが、近年は、大学教育においても、課

題を発見し解決を探ること、それをまとめ上

げること、言語化することの重要性が強調さ

れるようになってきた。そして何よりも地域

連携で実際に地域の人々と関わり、地域や社

会を実態的に学び、課題や解決についてチー

ムでディスカッションとプレゼンテーション

を行うことは、テーマによって多少の違いは

あっても、今までの教室での学びとは違った

楽しさと難しさがある。また、多くの場合、

初めて訪れた地域で、温かく対応してもらい、

真剣に話を聞き、様々な発見があることは、

大学生活の中でも印象に残ることが多いと言

える。 

では、このような地域連携を実践すること

による学生の成長を可視化することは可能で

あろうか。 

一般的には、学習の成果を測る方策として

は、テストという手段がとられるだろう。確

かに学びによる知識や理解などを測るのにテ

ストという手段は有効であり、小学生から社

会人まで、あらゆるレベルでのテストが実施

されている。 

これに対して、本稿で使用する「ルーブリッ

ク」とは、表を用いることによって、学習の達

成度を定量的に測定する評価方法をいう
９

。

テストとは別の角度で評価することができる

ほか、地域連携のように、テストによって成

果や成長を測るのが難しい事象を評価するこ

とを可能にするものである。そこで本稿では、

上記寄附講座などの「農に関わる地域連携実

践科目」の効果を測定するためにルーブリッ

クを作成し、これを学生が活動の前後に自己

評価することで科目の効果として測定するこ

ととする
10

。 

そのために、これまでの経験から、地域連

８ 履修者は実験実習費を納めてこれがフィールドワークの旅費の一部に充当され、不足分は講座の寄附金から支出さ

れる。また、引率教員の旅費、連携大学の教員やゲスト講師に対する講義（現地、または、オンライン）の謝金、ＴＡ

（ティーチング・アシスタント）や年によっては非常勤講師の謝金も寄附金から支出される。 

９ 山田礼子・木村拓也（2021）『学修成果の可視化と内部質保証』玉川大学出版部 

10 ダネル・スティーブンス、アントニア・レビ著、佐藤浩章監訳（2014）『大学教員のためのルーブリック評価入門』

玉川大学出版部、松下佳代・石井英真編（2016）『アクティブラーニングの評価』東信堂など参照。 
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携に求められる22項目を抽出し、便宜上「人

間力」「創造性」などに分類したものが表２で

ある。 

ここで人間力は、コミュニケーション能

力、リーダーシップ、規範、誠実さに加え、

プレゼンテーションや言語化の能力など７項

目である。 

また、創造性（２項目）、計画力、実行力、

判断力、責任感、向上心と続き、再起力（２

項目）についての項目も設け、さらに内側か

ら外側に向かう連携力（３項目）と、社会へ

の関わりについての社会力（２項目）とした。 

これらの項目は、実習型授業を一緒に担当

していた教員との議論、アドバイスをもとに

オリジナル版を作成し、これを適宜、加筆修

正しながら現在の形に至っている。 

ルーブリックでは、各項目の到達度につい

て、具体的に文章で示すのが一般的である。

たとえば「人見知りせずにコミュニケーショ

ンをすることができる」については、表３の

ような文章を作成して示し、これに対して回

答することになる。しかし、平常授業でこの

自己評価を実施するに当たって、22項目につ

いて文章を示すことは、回答者にとっても大

きな負担となり、それなりの時間が必要とな

るため、本分析においては、それぞれ文章を

（表３）「人見知りせずにコミュニケーションをすることができる」のルーブリックの例 

４ 人見知りを全くすることなく、新しい人と出会うことや、話をすることに非常に積極的である 

３ あまり人見知りをせず、新しい人と出会うことや、話をすることが苦にならない 

２ 人見知りをすることがあり、新しい環境には少し時間がかかるが、基本的なコミュニケーションができる 

１ 人と話すことや新しい人と出会うことに抵抗を感じることがあり、コミュニケーションが得意とはいえない 

（表２）自己の評価項目 

人間力 人見知りせずにコミュニケーションをすることができる 

  リーダーシップがある 

  他人の意見を尊重する性格だ 

  ルールや規範の遵守を心がけている 

  物事に対して、誠実に取り組む方である 

  他者との意見の違い、立場の違いを理解することができる 

  自分の考えや体験を、他人に正確に伝えることができる 

  プレゼンテーションが得意な方である 

創造性 複雑な課題を明確化することができる 

  新しい価値やプロトタイプを生み出すのが得意である 

計画力 物事を論理的に考えて適切に計画することができる 

実行力 創意工夫しながら、物事を実行することができる 

判断力 自分と周囲の人々や物事との関係性をよく理解することができる 

責任感 期日や規格をまもり、責任を持ってやり遂げることができる 

向上心 よりよいものを作りあげることに貪欲である 

再起力 想定外の展開を受け止め、対応する力がある 

  変化する新たな状況に適応することができる 

連携力 チーム内でしっかり連携しながらものごとに取り組むことができる 

  他人と係わるときには協調を心がけている 

  対外的な交渉や連携が得意である 

社会力 社会の状況や課題に興味がある 

  社会をよりよい方向に変えていきたいと考えている 
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示すのではなく、「４ 当てはまる」「３ ど

ちらかといえば当てはまる」「２ どちらかと

いえば当てはまらない」「１ 当てはまらな

い」に当てはめて回答するという簡易的なル

ーブリックとする。また、当てはめに関わる

多くのアンケート等では、「どちらともいえな

い」を設定されているが、ここではあえて、

肯定的・否定的のどちらかを選ぶ形にしてあ

る。この結果、設問が簡潔で、しかも、回答

の番号を選ぶだけなので、回答時間が短いこ

とも特徴としている。 

このルーブリックを、前記の「農からの社会

連携」（2021年度通年科目）、「農とSDGsの実践

（東日本編・2022年度春学期科目）」、「農と

SDGsの実践（西日本編・2022年度秋学期科目）」

の３科目の初講日と終講日に実施した。次項で

はこれを事前・事後の自己評価として、本稿

の主題である「農に関わる地域連携科目履修

の効果分析」について考察を行うこととする。 

なお、この３科目の事前と事後、すなわち、

通年科目であれば９か月間、半期科目であれば

４か月間には、これらの科目以外の様々な学び

や活動があり、それらがこの結果にどれだけ影

響を与えているかについて明らかにする手段

はない。回答者が多様で多忙な大学生活の中

で様々な経験をしていることは十分に承知し

ているが、それでも傾向を見ることが可能で

あると判断して、考察を行うことにしたい。 

 

４．考察 

こうして得られた結果が表４である。 

まず事前と事後の平均を比較すると、「農

からの社会連携」（以下、「社会連携」）では事

前から事後が3.17から3.32に大きく上がって

いる。「農とSDGsの実践（東日本編）」（以

下、「東日本」）は事前・事後とも3.26で変わ

（表４）事前・事後の自己評価 

    社会連携前 東日本前 西日本前 前平均 前順位 社会連携後 東日本後 西日本後 後平均 後順位

社会力 社会改良 3.50 3.66 3.67 3.61 １ 3.75 3.68 3.61 3.68 ２ 

連携力 協調性 3.53 3.56 3.72 3.61 ２ 3.71 3.43 3.63 3.59 ４ 

人間力 立場理解 3.66 3.50 3.56 3.57 ３ 3.83 3.76 3.58 3.72 １ 

社会力 社会力 3.63 3.50 3.56 3.56 ４ 3.79 3.59 3.55 3.65 ３ 

連携力 連携力 3.57 3.53 3.56 3.55 ５ 3.43 3.30 3.50 3.41 ８ 

人間力 意見尊重 3.69 3.41 3.53 3.54 ６ 3.67 3.57 3.53 3.59 ５ 

判断力 判断力 3.41 3.56 3.53 3.50 ７ 3.50 3.32 3.53 3.45 ６ 

人間力 誠実 3.42 3.50 3.44 3.45 ８ 3.46 3.54 3.26 3.42 ７ 

人間力 ルール遵守 3.50 3.34 3.47 3.44 ９ 3.50 3.35 3.37 3.41 ９ 

向上心 向上心 3.34 3.59 3.31 3.41 10 3.42 3.43 3.21 3.35 10 

責任感 責任感 3.25 3.25 3.42 3.31 11 3.17 3.22 3.08 3.16 15 

実行力 実行力 3.19 3.44 3.11 3.25 12 3.38 3.30 3.03 3.23 14 

再起力 適応 2.97 3.31 3.25 3.18 13 3.33 3.41 3.18 3.31 11 

再起力 レジリエンス 3.06 3.19 3.22 3.16 14 3.25 3.43 3.16 3.28 13 

人間力 コミュ 2.84 3.28 3.06 3.06 15 3.42 3.35 3.13 3.30 12 

連携力 渉外 2.81 3.19 3.14 3.05 16 3.08 3.16 3.03 3.09 16 

計画力 計画力 3.06 2.91 2.89 2.95 17 3.00 3.05 3.03 3.03 18 

人間力 伝達 2.81 3.09 2.81 2.90 18 3.08 3.14 3.00 3.07 17 

創造性 明確か 2.78 2.69 2.56 2.67 19 2.92 2.84 2.74 2.83 19 

人間力 リーダー 2.69 2.63 2.58 2.63 20 2.71 2.54 2.55 2.60 22 

人間力 プレゼン 2.43 2.88 2.42 2.57 21 2.77 2.59 2.50 2.62 21 

創造性 価値創造 2.50 2.78 2.39 2.56 22 2.96 2.76 2.63 2.78 20 

  平均 3.17 3.26 3.19 3.21  3.32 3.26 3.17 3.25  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

   

一般社団法人 JA共済総合研究所 
（https://www.jkri.or.jp/）

 

 

 

 52 
共済総研レポート №186（2023.4） 

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

 

らず
11

、「農とSDGsの実践（西日本編）」（以

下、「西日本」）では、3.19から3.17へと下げ

ている。 

項目ごとに、３科目平均で自己評価の高い

順に並べると、事前と事後において、１位か

ら４位、５位から10位、11から16位、17位か

ら19位、20位から22位が同じ項目になってい

る。これは、もともと自己評価の高い項目は、

事後においても高く、事前において自己評価

の低い項目は事後においても低いということ

である。 

実際、22項目について、３科目で事前・事

後の相関係数を見ると、「社会連携」が0.889、

「東日本」が0.890、「西日本」が0.956となっ

ており、いずれも非常に強い正の相関を見る

ことができる。 

３科目の平均で自己評価が高い項目は、

「社会をよりよい方向に変えていきたいと考

えている」（前3.61、後3.68）、「他人と係わる

ときには協調を心がけている」（同3.61、

3.59）、「他者との意見の違い、立場の違いを

理解することができる」（同3.57、3.72）、「社

会の状況や課題に興味がある」（同3.56、3.65）

となっている。 

述べたように、選択肢が「４ 当てはまる」

「３ どちらかといえば当てはまる」「２ ど

ちらかといえば当てはまらない」「１ 当ては

まらない」の４つとなっており、平均の最大

は４、最小は１、また、平均2.5が「どちらと

もいえない」に該当するので、これよりも大

きければ肯定的、小さければ否定的となる。

この４項目は、事前・事後の両方において上

位４項目となっており、もともと人間力と社

会力が高い、すなわち、もともと社会に関心

をもち、他人と協調する姿勢を持って履修し

た学生は、事後においてもこれらの点を確認

できたことを示しているといえよう。 

逆に、自己評価が低いのは、「新しい価値や

プロトタイプを生み出すのが得意である」（前

2.56、後2.78）、「プレゼンテーションが得意な

方である」（同2.57、2.62）、「リーダーシップ

がある」（同2.63、2.60）であった。これらは

2.5に近いので、平均すると「どちらともいえ

ない」という履修者像を見ることができる。 

これは「新しい価値やプロトタイプを生み

出すこと」を得意としていない、あるいは、

これまでそのような機会がなかった履修者が

少なからずおり、履修後においても大きな変

化がなかったことを示していると思われる。 

図１は、項目別に横軸に事前の平均値、縦

軸に事後の平均値を示したものである。□が

「社会連携」、▲が「東日本」、○が「西日本」

であり、ここでは、右に行くほど事前の平均

値が高く、上に行くほど事後の平均値が高い

ことを示している。そして、右上がりの直線

が45度線であり、この線上にあれば事前と事

後の平均値が同じ、上にあれば事前から事後

で自己評価が向上した、下にあれば事前から

事後で自己評価が下がったことを示している。 

ここから傾向を見ていくが、まず、「社会

連携」の多くが、45度線よりも上側にある。

つまり、「社会連携」では、多くの項目で事前

より事後の自己評価が向上したことを示して

いる。また、「東日本」では、事前が小さい（左

にある）ものは線の下にあり、右にあるもの

は線上から上に分布している。これは、事前

に自己評価の低かったものは、さらに低くな

ったが、事前に比較的高かった項目について

は、変わらないかやや向上させているもので

ある。 

それに対して、「西日本」は、「東日本」と

は異なり、事前が小さい（左にある）ものは 

11 厳密にいえば、事前が3.263、事後が3.262とわずかに下がっているが、誤差とみることができる。 
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線よりも上にあって、右にあるものは線上か

ら下に位置している。これは、「東日本」とは

逆に、事前に評価の低かった項目は事後に上

げたが、事前に評価の高かった項目は、変わ

らないかやや下げているということを示して

いることが読み取れる。 

次に、これらの３科目と事前と事後で有意

な差が見られるかを明らかにするために、ｔ

検定を行う。「社会連携」は、22項目の平均で

事前が3.17、事後が3.32となっており、３科

目の中で最も差が大きいが、22項目のｔ検定

でＰ＜0.001となり、１パーセント水準で有意

差が見られることになった。「東日本」は事前

の平均が3.263、事後が3.262とほとんど差が

見られないが、ｔ検定でもＰ値が0.9729とな

っており、有意差は見られなかった。「西日本」

は事前の平均が3.21、事後が3.25と差が小さ

いが、ｔ検定でもＰ値は0.3347と有意差が見

られないという結果になった。 

前出の拙稿（2020）では、①演習科目「地

域連携演習：基礎演習１,２」（2019年度、新

思考入試
12

入学者の１年生対象、夏秋クォー

ター４単位）、②実習科目「農からの地域連携」

（2019年度、本稿で対象としている「農から

の社会連携」の前年科目）、③課外活動「地域

連携ワークショップ（長野県木島平村）」（2018

年度、１月から３月なので実施は2019年、大

学主催のワークショップ）の３例について同

様の分析を行っている。 

図２は同稿からの引用で、この演習科目、

実習科目、課外活動を図１と同じ要領でプロ

ットしたものである。詳細は同稿に譲るが、

概要を述べると、３例とも事前・事後で１パ

ーセント水準の有意差が見られ、演習科目と

実習科目はいずれも事前から事後に大きな向

上が見られる。ただし、演習科目の１年生は

（図１）事前・事後の平均値 
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12 早稲田大学が地域連携人材を募集する入試で、「地域連携型」が６学部で実施されている。詳細については、早稲

田大学ウェブサイトhttps://www.waseda.jp/inst/admission/undergraduate/system/wacel/を参照。 
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事前の評価が全体として低く、実習科目の事

前評価が比較的高いものとなっている。それ

に対して、課外活動は大きく下落しているが、

その理由は、最終報告会におけるプレゼンテー

ションが、発表者（回答者）にとって不本意な

ものであり、回答者が少なかったことでそのこ

とが顕著に出てしまったということである。 

ここで、実習科目「農からの地域連携」（■）

は、農に関わっていて、現地フィールドワー

クを実践するという意味で、本稿で考察対象

としている３科目と同じ性質のものであり、

特に「社会連携」の前年実施の同科目という

位置づけである。そのようにしてみると、こ

の２つは非常に似た分布をしていることに気

づく。つまり、事前評価が比較的高く、その

中で下位の項目を中心に事後評価も事前を超

えるものが多いということである。 

５．まとめにかえて 

前記のように、３科目とも事前・事後の自

己評価の間に、多くの学びと活動があるため、

各科目での学びが事後の自己評価に対してど

の程度の影響を与えているかは断定できな

い。しかし大胆に述べるならば、通年科目で

ある「農からの社会連携」と、前年の「農か

らの地域連携」では事後において有意差のあ

る向上が見られたのに対して、「東日本」「西

日本」は実質４か月の半期科目であるため、

有意差が出なかったという期間の要因が指摘

できよう。そして、これは地域連携で重要な

22項目について、もともと自己評価の高い学

生が履修しており、通年授業で９か月という

時間をかけてじっくり取り組むことで、事後

において自らの成長を実感できたのではない

かとの仮説である。 

（図２）事前・事後の平均値（加藤2020より転載） 
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また、2019年度「農からの地域連携」と2021

年度「農からの社会連携」（農から）の２科目

については、非常に似た分布になっていたこ

とは非常に興味深い。ただし、これが「農」

に関わるフィールドワーク科目であるからこ

そ、このような結果になったのか、について

は今後の課題としなければならない。 

最後に、「西日本」の終了後に履修者が記

入した感想（成果、反省、提言など）をテキ

ストマイニングしたものを示す（図３）。これ

によれば、「得る」「授業」「履修」の３つが核

となっていることがわかり、それぞれ「農と

SDGsを実践、体験する機会が得られた」「知

らない地域で多くの学びや成果のある授業だ

った」
13

「貴重な体験によって成長すること

のできる有意義な履修だった」のように読む

ことができる。文章においても「農に関わる

地域連携科目」を学生が履修することによっ

て、自らの成長を実感していることがわかる

のであり、これは本稿のルーブリックによる

分析を側面から支持するものとなっていると

いえるだろう。 

（図３）履修後の感想をテキストマイニング、マッピングしたもの 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

13 「土地」は「地域」、「取得」は「（授業の）履修」の意味で使われているものが多い。 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.7
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /UseDeviceIndependentColor
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck true
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly true
  /PDFXNoTrimBoxError false
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <>
    /CHT <>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV <>
    /HUN <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF che devono essere conformi o verificati in base a PDF/X-1a:2001, uno standard ISO per lo scambio di contenuto grafico. Per ulteriori informazioni sulla creazione di documenti PDF compatibili con PDF/X-1a, consultare la Guida dell'utente di Acrobat. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 4.0 e versioni successive.)
    /KOR <>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die moeten worden gecontroleerd of moeten voldoen aan PDF/X-1a:2001, een ISO-standaard voor het uitwisselen van grafische gegevens. Raadpleeg de gebruikershandleiding van Acrobat voor meer informatie over het maken van PDF-documenten die compatibel zijn met PDF/X-1a. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 4.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents that are to be checked or must conform to PDF/X-1a:2001, an ISO standard for graphic content exchange.  For more information on creating PDF/X-1a compliant PDF documents, please refer to the Acrobat User Guide.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 4.0 and later.)
    /JPN <FEFF77f35c715370523730000037002000430054005075280020005600650072002e00200031002e0030003030005143306f0020004100630072006f00620061007400390020005000440046002f0058002d00310061000d30c030a630f330b530f330d730eb309230aa30d5000d00500044004630d530a130a430eb5185306b8a2d5b9a30924fdd5b583059308b000d57cb30818fbc307f79816b62306e30d530a930f330c8306f306a3057ff0830a430f330b930c830fc30eb3057306a3044ff1a004400467cfb004400480050003430d530a930f330c83001004600477cfb0032003530d530a930f330c8ff09>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /HighResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [595.000 842.000]
>> setpagedevice


